
 

国土強靱化 民間の取組事例 160    普及啓発・人材育成 

地域を守る！ ▶普及啓発・人材育成 17 レジリエンス教育を行う 

160 農家の安全・安心に向けた取組も学ぶ「田んぼの学校」 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

因幡堰土地改良区 
【平成 27 年】 

6700150041148 その他事業者 
【農業，林業】 

山形県 

 山形県鶴岡市の因幡堰土地改良区では、地域住民とのワークショップや農業用水の水源探訪、農業

用施設を活用したカヌー体験や生きもの調査、水源涵養林の植樹や下刈り枝打ち等を行う「田んぼ

の学校」活動を平成 15年より継続的に実施している。 

 農業用水路の水門操作による床上浸水や湛水被害の防止

等についても地域住民とともに学び、農業が果たしている

役割と農家が安全安心を届けるために行っている苦労へ

の理解を醸成するよう活動を行っている。 

 このような活動により、一時的な用水の余剰水を調整する

ために操作されてきた余水吐についても、最近では、頻発

傾向にある集中豪雨に対応できる施設として、地域との連

携の中で通常業務として管理されるようになってきてい

る。 

 豪雨の中でも、昼夜を問わず作業を実施し、住民の生活を守

るという施設の多面的機能を発揮している。 

 

▲東二号幹線用水路の柴落余水吐 


